
滋賀県原子力安全対策連絡協議会設置要綱 

（設置目的） 

第１条 関西電力株式会社、日本原子力発電株式会社および国立研究開発法人日本原子力

研究開発機構（以下、「原子力事業者」という。）が福井県内に設置する原子力施設に係る

諸課題について、県と市町が定期的に情報共有および協議を行い、もって原子力防災対策

の推進を図り、県民の安全を確保するため、滋賀県原子力安全対策連絡協議会（以下「協

議会」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 協議会は、前条の目的を達成するために、次の事項を情報共有し、協議する。 

 (1) 本県の要請に基づき、原子力事業者から説明、連絡または回答を受けた次の事項 

   ・本県が、専門家等とともに原子力施設の安全性について確認を実施した結果 

・原子力施設等に重要な変更が行われる場合に、本県が事前に受けた説明 

・原子力施設に、停止等の特段の措置を講ずる必要が生じた場合に、事象・原因・

対策等について本県が受けた説明 

・原子力発電所が事故等の原因による停止から運転を再開する際に、本県が事前に

受けた説明 

(2) 県民の安全確保に係る諸課題 

(3) 県内の環境保全に係る諸課題 

(4) その他協議会の目的を達成するために必要な事項 

 

（協議会の構成） 

第３条 協議会は、滋賀県および県内市町で構成し、その構成員は、県および市にあって

は、原子力防災担当部局長、町にあっては原子力防災担当課長をもって充てる。ただし、

その他の職の者をもって充てることを妨げない。 

 

第４条 協議会に、会長および副会長を置く。 

２ 会長は、滋賀県防災危機管理監（滋賀県防災危機管理局長事務取扱）をもって充て、

副会長は会長が指名するものをもって充てる。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

（会議の開催） 

第５条 協議会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

 

（オブザーバー） 

第６条 協議会の会議には、原子力事業者、国および構成員以外の地方公共団体の職員な

らびに学識経験者等に、オブザーバーとして参加を求めることができる。 

 

（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、滋賀県防災危機管理局で処理する。 

 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が会議に

諮って定める。 

 

  附 則 

この要綱は、平成 25 年７月 25 日から施行する。 

この要綱は、平成 28 年１月 25 日から施行する。 

 

 



大津市

彦根市

長浜市

近江八幡市

草津市

守山市

栗東市

甲賀市

野洲市

湖南市

高島市

東近江市

米原市

日野町

竜王町

愛荘町

豊郷町

甲良町

多賀町

滋賀県

山本
ヤマモト

　三
ミチオ

千夫

陌間
ハザマ

　秀介
ヒデユキ

西川
ニシカワ

　美
ヨシ

則
ノリ

構　成　員

木下
キノシタ

　勉
ツトム

中川
ナカガワ

　正己
マサミ

山本　博和
ヤマモト　             ヒロカズ

危機管理監

総務部理事兼防災危機管理監

氏　　名

村田
ムラタ

　忠彦
タダヒコ

総務課長

総務部長

市民部長兼危機管理監

危機管理局長

危機・安全管理統括監

上田
ウエダ

　裕昌
ヒロマサ

井口
イグチ

　清
キヨユキ

幸

和田
ワダ

　久雄
ヒサオ

中川
ナカガワ

　愛
ヨシヒロ

博

小島　秀晃
コジマ　　　　　　　ヒデアキ

太田　功
オオタ　　　　　　　イサオ

危機管理監

構成団体名

若森　俊作
ワカモリ　　　　　　シュンサク

理事

髙畑　健一
タカハタ　　　　　　ケンイチ

危機管理監

辰巳
タツミ

　清
キヨシ

防災危機管理監

市民部長兼危機管理監

総務課長

生活安全課長

総務課長

藤本
フジモト

　茂
シゲヨシ

良

小寺　繁隆
コテラ　　　　　　　シゲタカ

滋賀県原子力安全対策連絡協議会　名簿

H27年度　

池内
イケウチ

　俊宏
トシヒロ

総務課長(危機管理対策室長兼務)

総務企画課長

危機管理局長

防災監兼総合防災局長

職　　名

危機管理監

小西
コニシ

　正彦
マサヒコ

 


